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●会社名 ●郵便番号　住所 ●電話 ●HPアドレス

株式会社 北海道教科書供給所 061-3241　北海道石狩市新港西1-719-14 0133-74-9971 http://www.dokyohan.com/

青森県図書教育用品株式会社 036-8094　弘前市大字外崎3-3-22 0172-27-8811 http://www.aomoritosyo.co.jp/

岩手教科図書株式会社 020-0891　岩手県紫波郡矢巾町流通センター南1-9-22 019-637-7880 http://www.iwakyo.jp/

株式会社 宮城県教科書供給所 983-0034　仙台市宮城野区扇町1-6-3 022-235-7181 http://www.miyakyo.co.jp/

秋田県教育図書株式会社 010-0061　秋田市卸町3-7-1 018-862-8311 http://www.bookinc.co.jp/

株式会社 山形県教科書供給所 990-0043　山形市本町2-4-56 023-623-1828 http://www.yamakyo.jp/

有限会社 福島県教科用図書販売所 960-8103　福島市舟場町1-27 024-522-3156 http://www.fukukyohan.co.jp/

茨城県教科書販売株式会社 311-4194　水戸市木葉下町字富士山292-19 029-254-7222 http://www.ibaraki-kyohan.co.jp/

株式会社 栃木県教科書供給所 320-0055　宇都宮市下戸祭2-12-8 028-621-5525 http://www.tochikyo.co.jp/

有限会社 群馬県教科書特約供給所 370-0071　高崎市小八木町1740-5 027-363-5901 http://www.g-kyoukasho.co.jp/

株式会社 埼玉県教科書供給所 330-0061　さいたま市浦和区常盤9-19-3 048-833-3321 http://www.saikyou.co.jp/

千葉県教科書特約販売株式会社 260-0025　千葉市中央区問屋町3-4 043-242-4421 http://www.chibakyouhan.co.jp/

東京教科書供給株式会社 145-0063　大田区南千束1-12-4 03-3729-3101 http://www.tokyo-kyoukasyo.co.jp/

東京都第一教科書供給株式会社 169-0073　新宿区百人町1-22-20 03-3363-2764 http://www.daiichikyokasho.co.jp/

株式会社 東京都西北教科書供給所 173-0004　板橋区板橋1-37-12 03-3962-5341 http://www.k4.dion.ne.jp/̃seihoku/

東京都東部教科書供給株式会社 124-0024　葛飾区新小岩2-20-1 03-3655-0161 http://www.toubukyoukasho.co.jp/

東京都三多摩教科書供給株式会社 190-0023　立川市柴崎町3-13-12 042-524-7961 http://www2.bbweb-arena.com/santakyo/

八南教科書供給株式会社 192-0063　八王子市元横山町3-19-18 042-624-3238 http://www.kumabook.net/hachinan/

神奈川県教科書販売株式会社 231-0066　横浜市中区日ノ出町2-113 045-242-7220 http://www.kanagawakyohan.jp

株式会社 新潟県教科書供給所 940-0061　長岡市城内町2-6-6 0258-32-1150 http://www18.ocn.ne.jp/̃niigata

富山県教科用図書販売株式会社 930-0094　富山市安住町4-1 076-432-7548 http://toyamakyohan.biz-web.jp/

株式会社 石川県教科書販売所 920-0981　金沢市片町2-7-6 076-232-9171 http://www.ishikyohan.jp/

株式会社 福井県教科書供給所 910-0005　福井市大手3-16-16 0776-21-2277 http://www.text-fukui.co.jp/

株式会社 山梨県教科用図書特約供給所 400-0865　甲府市太田町2-10 055-235-5700 http://www.yamanashiken-kyoukasho.com/

株式会社 長野県教科書供給所 380-0802　長野市上松4-7-20 026-243-1400 http://www.naganokyo.co.jp

岐阜県教販株式会社 500-8691　岐阜市坂井町2-4 058-251-4545 http://www18.ocn.ne.jp/̃gikyohan/

静岡教科書株式会社 420-8691　静岡市葵区春日2-12-23 054-253-9155 http://www.shizukyo.com/

株式会社 愛知県教科書特約供給所 460-0002　名古屋市中区丸の内3-16-5 052-961-6606 http://www.aihansho.co.jp/

愛知県教科用図書卸商業協同組合 466-0054　名古屋市昭和区円上町14-1 052-881-7131 http://www.kyokashokumiai.com/

株式会社 三重県教科書特約供給所 514-0035　津市西丸之内24-35 059-225-6268 http://www18.ocn.ne.jp/̃mietoku/

滋賀教科図書販売株式会社 520-0801　大津市におの浜3-5-10 077-523-2957 http://www.shigakyohan.co.jp/

京都府教科図書販売株式会社 604-0902　京都市中京区土手町通り夷川上ル鉾田町306 075-211-1381 http://www.kyotokyohan.co.jp/

大阪教科書株式会社 537-0024　大阪市東成区東小橋2-8-2 06-6972-0888 http://www18.ocn.ne.jp/̃daikyoka/

兵庫県教科書株式会社 651-2135　神戸市西区王塚台1-55-1 078-928-0581 http://www18.ocn.ne.jp/̃kyouka/

奈良県教科書株式会社 635-0831　奈良県北葛城郡広陵町馬見北3-2-31 0745-54-2201 http://www.narakyo.jp/

和歌山県教科書販売株式会社 640-8012　和歌山市北新金屋丁17 073-431-0331 http://www.wakyohan.jp/

鳥取県教科図書販売株式会社 683-0814　米子市尾高町68 0859-32-1551 http://www.tori-kyo.co.jp/

島根県教科図書販売株式会社 690-0872　松江市奥谷町334 0852-21-4711 http://www.shimakyo.co.jp/

岡山県教科図書販売株式会社 700-0821　岡山市中山下1-10-15 086-224-6141 http://www8.ocn.ne.jp/̃okakyo/

広島県教科用図書販売株式会社 722-0051　尾道市東尾道10-21 0848-20-2002 http://www.hirokyou.co.jp/

山口教科書供給株式会社 755-0027　宇部市港町1-12-4 0836-36-7302 http://www.yamakyoukyu.com/

徳島県教販株式会社 770-0872　徳島市北沖洲2-9-52 088-664-0330 http://www.tokushimakyohan.jp/

香川県教科図書株式会社 760-0064　高松市朝日新町16-14 087-821-2301 http://www.niji.jp/home/kyohan

愛媛県教科図書株式会社 790-8691　松山市北持田町131 089-941-1717 http://www.k4.dion.ne.jp/̃textbook/

高知県教科書株式会社 780-0870　高知市本町2-5-1 088-875-1231 http://www.text-kochi.co.jp/

福岡県教科図書株式会社 810-0005　福岡市中央区清川2-21-4 092-531-2461 http://www1.bbiq.jp/fukukyo/main.htm

佐賀県教科書株式会社 840-0853　佐賀市長瀬町11-1 0952-25-9177 http://www.sagakyo.co.jp

長崎県教科書株式会社 854-0072　諫早市永昌町13-20 0957-25-1111 http://www.nagasaki-kyoukasyo.co.jp/

株式会社 熊本県教科書供給所 860-0083　熊本市大窪1-7-47 096-344-3831 http://www.kumakyo.co.jp

大分図書株式会社 870-0921　大分市萩原4-7-26 097-553-1220 http://www.oitatosho.co.jp/

宮崎県教科図書販売株式会社 880-8691　宮崎市広島2-12-9 0985-26-4783 http://www16.ocn.ne.jp/̃miyakyo/

鹿児島書籍株式会社 892-0836　鹿児島市錦江町8-51 099-223-8401 http://www.kagoshima-shoseki.co.jp/

沖縄県教科書供給株式会社 900-0001　那覇市港町4-6-4 098-862-7031 http://www.o-text.co.jp　

教科書販売会社一覧
私たちは、その総額が決められている「教科書供給手数料収入」の範囲の中で必要な拠点を全国に配置し、きめ細かな供給

網を張り巡らせて完全供給のため日夜仕事をしています。
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■教科の主たる教材である教科書の重要性

　グローバル化・ネットワーク化が急速に進行し、国際交流が深まる中で、各国とも将来に

わたる国力の維持・発展のために、教育に最大の力を注いでいます。わが国では、少子化に

よる児童・生徒数の減少という大きな問題を抱えていますが、ひとりひとりの子どもを大切

にし、日本人としての自覚を持ち、国際人として通用する人材を育成することが、国家の大

きな課題です。

　教科書は、「教科書の発行に関する臨時措置法」で「教科の主たる教材」として位置づけ

られ、また、学校教育法第21条において、すべての児童・生徒は教科書を使用しなければな

らないと定められており、その重要性が謳われています。わが国において昭和38年度から実

施されている「教科書無償制度」は、憲法第26条第2項の「義務教育は、これを無償とする」

という理念をより広く実現する施策であり、実施後44年を経過して完全に定着し、国民から

広く支持されています。また、この制度は先進諸国を始めとして多くの国で広く実施されて

おり、このすばらしい制度を堅持していくことは、わが国の未来に向けて、必要不可欠であ

るといえます。尚、高等学校については義務教育と異なり、有償教科書としてその費用は生徒・

保護者が負担しています。

■教科書発行者に供給の法的義務

　教科書の供給については、発行者（教科書出版社）が「教科書の発行に関する臨時措置法」

等の規定に基づき、教科書を各学校に供給する義務を負っています。

　しかし、発行者自身が各学校まで確実に教科書を供給することは事実上困難です。

そこで発行者は、この義務を履行するために、現実には教科書の児童・生徒への供給にあたり、

発行者の責任のもとで「教科書供給契約」を結んだ書店などの民間業者に委託して供給を行

っています。

■教科書の完全供給とその役割

　私たち教科書供給を委託された業者は、教科書の公共性を認識して、長年に亘って教科書

の供給に努力と改革を重ねてきました。離島や山間へき地に至るまで、学年当初の供給はも

とより、学年中途における転学・紛失等の児童・生徒に対する補給、あるいは災害時におけ

る緊急手配等についても迅速・確実に対応してきました。「一冊でも、授業に間に合わない

教科書があってはならない。教科書は子どもたちに迅速・確実に届いて初めてその役割を果

たせる。」

これが教科書の完全供給です。

新しい友達と頑張るぞ　小中高で始業式

　県内のほとんどの小、中、高校で十日、一学期の始業式があった。あいに

くの雨模様となったが、児童・生徒は新たな友人との出会いや、これから始

まる学習への期待に胸を膨らませた。県内一のマンモス小学校、大分市判田

小学校。新一年生百六十六人を迎えると全校児童は千四十五人になる。十八

人の教職員を紹介した新任式に続き、始業式。岡野忠雄校長が「自分や友達

を大切にしてほしい。しっかりと自分で考えながら行動していきましょう」

と話した。新二年生の古沢里菜さんは「掛け算を頑張りたい」、同四年生の

木村航大君は「百冊以上、図書館で本を借りる」、同六年生の佐藤千佳さん

は「いろいろな本を読みたい」など、新学期の目標を発表した。

　教室に移ると、真新しい教科書が配られ、児童は早速ページをめくり、見

入っていた。

（大分合同新聞）　　　

まえがき─教科書の完全供給の重要性

� �

《配布された新しい教科書に目を通す児童たち》

完全供給により、学校教育の充実・発展に寄与・貢献しています。 資料 1
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教科書供給の業務 教科書の一般需要への対応

� �

「いつでもどこでも誰でも買える教科書」にむけた努力教科書供給のしくみ 資料 2
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53か所 3,513か所

過不足調整等 過不足調整等

【教科書供給業者のホームページ】

小学校 約23千校
中学校 約11千校
高校 約 5 千校

■教科書・一般書籍供給会社の役割、業務

【概ね各都道府県に1か所ずつあり、教科書取扱業務の要となっています。

また一般書籍や指導用の教材等の販売も行っています】

・学校からの注文予定数（需要数）の精査と発行者への手配（確定注文）

・教科書の保管、需給調整、過不足調整、残本の回収と発行者への返送

・学校や教科書取扱書店からの追加・返品対応、発行者との連絡・連携

・教科書取扱書店から有償教科書（教師用教科書・高校用教科書等）の代金を回収、発行

　者への支払い

・教科書取扱書店の選定と指導

・都道府県教育委員会、市区町村教育委員会との連絡、調整、対応

・無償納入冊数の照合確認、集計、報告

・手数料の計算、手数料の受領と教科書取扱書店への支払い

　教科書や生涯学習への国民の関心が高まるなか、各県の主要都市などに教科書常備書店を

増設し、また全国教科書供給協会及び各教科書販売会社でホームページの充実をはかり、一

般の方々が教科書を入手しやすい受注・配送体制を整える努力をしています。

■教科書取扱書店の役割、業務

【各地域の書店等で、学校に直接教科書を供給します】

・受持ち学校への教科書供給（転入生・紛失生・災害補給も含む）

・教科書の需給調整、過不足調整、学校残本の回収と教科書供給会社への返送

・学校へ供給するまでの教科書の保管（4～5ヶ月）

・市区町村教育委員会、学校との連絡、調整、対応

・受領報告数と受領証明数との照合（納入指示・返付指示の確認、チェック）

・教師用教科書や高校用教科書等の有償教科書代金の回収業務

　教科書を各学校まで供給する法的義務は教科書発行者が負っていますが、出版社自らが直

接学校へ教科書を迅速かつ正確に供給することは事実上困難なため、一般書籍を扱っている

販売会社や書店等と供給契約をとりかわし、民間業者に委託してこの義務を履行しています。

※荷造り発送用設備をもたない発行者は、一般の書籍を扱う配送業者等に、配送業務を委託しています。

※

教科書は、次のとおり学校に供給されます。
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教科書供給の状況
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　無償で給与される教科書は年間約1億700 万冊です。（平成18年度実績）

私たち教科書供給業者は、火災・水濡れ・汚損・日焼けなどに細心の注意を払って教科書を

保管します。また、新学期前の限られた期間内に保護者の転勤等によって発生する冊数の変

動の調整を行いながら、学校別に仕分けをして、学校の指定する場所へ供給します。離島や

山間へき地を含む全国の学校へ一冊の間違いも遅れもなく供給しています。

年間に供給する教科書を積み上げると

富士山の高さの約150倍にもなります。

小・中学校の児童・生徒に１年間で供給した

教科書の量（平成18年度の実績）

　教科書は、通常教科ごとに数種類存在しているため、学校で使用する一種類の教科書を決

定（採択）する必要があり、公立学校で使用される教科書は、教科書採択地区ごとで異なっ

ています。採択地区は各都道府県教育委員会が決めており、その採択地区数は全国で586あ

ります。（平成18年 11月）

　また高等学校と国立・私立の学校は学校ごとに採択が行われています。

　教科書の供給形態は複雑さを増していますが、それぞれに採択された全ての教科書は、決

して間違えることなく私たち教科書供給業者が供給しています。

※平成19年度現在発行されている教科書の種類と点数

　　小学校用（文部科学省検定済教科書）15社 51種類　 293点

　　中学校用（文部科学省検定済教科書）16社 72種類　 134点

　　高等学校用（文部科学省検定済教科書・文部科学省著作教科書）44社 948種類類 979点

　全国で小学校は22,878校、中学校は10,992校、特別支援学校（盲・聾・養護学校）は1,006校

です。（平成18年 4月度学校基本調査）その児童・生徒に不足なく授業進行に差し支えないように

供給しています。これは一人の転入生があった場合でも、一冊の補給が生じた場合でも同じです。

25年前に比べ児童・生徒数は約6割に減少していますが、供給先である学校数はほとんど変

化がありません。供給の手間はあまり変わりませんが、児童・生徒数激減に加え手数料の率

も低下しているため、供給手数料は減少しています。

　無償教科書の場合、転入生への供給冊数は年間846,896冊です。一日当り4,812冊になりま

す。（平成18年度実績）年間を通して転出・転入はありますが、特に新学期直前・直後の3月・4

月は保護者の転勤等で多くなります。

教科書

冊数：約1億7百万冊

重量：約2万5千トン

積み上げた高さ：570,000m
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中学校学校数：10,992校
　　　生徒数：3,601,527人
1校あたり：328名
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特別支援学校（盲・聾・養護学校）並びに小・中学校の特別支援学級に在籍している児童・

生徒に対し、文部科学省検定済教科書や文部科学省著作教科書を使用して指導することが適

当でない場合などに、学校教育法第107条に定める教科書として使用される一般図書（絵本

など）の供給も行っています。

　地震・風水害などの大規模自然災害で被災した児童・生徒の教科書も学校・教育委員会と

綿密な連絡をとり、危険な状況下でも安全に配慮しながら速やかに供給しています。

拡大教科書に関する事務の取り扱い

　弱視の児童・生徒が使用する教科書は、一人一人の障害の程度に合わせ検定済教科書の文

字等を拡大した「拡大教科書」がボランティア団体によって作成されていますが、その数は

年々増加傾向にあります。供給に係る事務には煩雑な手続きが必要ですが、平成17年度から

私たち教科書供給業者がその取り扱いの代行をはじめました。

　初年度に代行契約をした発行者 (個人又は団体 )は 48者でしたが、平成 19年度は 66者と

18者増加しました。この傾向は今後も続くと思われます。

高等学校教科書の販売

　高等学校用教科書は948種類、979点もの教科書が発行されています。使用される教科書は

学校毎に採択し、その費用は生徒・保護者が負担することになっています。

　各学校においては、同じ学年でありながらも課程（工業・農業等）や文系・理系別で使用する

教科書が違います。近年増えてきている総合選択制高校では、ひとりひとりが履修科目の選択

ができるようになっており、その使用教科書が決まるのが、販売日直前ということもあります。

　私たちはその組みあわせを間違うことなく、新学期までのごく短期間に準備をして生徒へ

販売しています。

■教科書供給業務の補足
　私たちの仕事は新学期という限られた時期の教科書供給にとどまるものではありません。前年11月から始まる

入荷教科書の保管にも気を遣い、小学校で二学期から使用する後期用（下巻）教科書の供給や、今までの説明に

あるように日々発生する転入生への対応や関係機関などとの打ち合わせ、集計作業などの諸準備と並行しながら、

年間を通じて完全供給を行っているのです。

　そのほか、先生方や教育実習生あるいは紛失した児童・生徒への教科書販売、乱丁本などの回収・交換、採択

用見本教科書の配送、新入学一年生児童への紙袋の配送なども行い、教科書供給に付随するあらゆる仕事を通じ

て学校教育を支援しています。
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参考：

小学校用教科書：293点、72,828,572冊

中学校用教科書：134点、35,848,894冊
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就学義務猶予免除者に対する供給

　病弱その他の理由によって義務教育諸学校に就学することができず、家庭、病院、児童福

祉施設等で療養しながら勉学している児童・生徒に対しても教科書を供給しています。

H11 H12 H13 H14 H15 H16 H18H17

免除者には、対象の教科書を直接お届けしています。
1人あたりの平均冊数：11. 4冊
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教科書供給業者が抱える問題点

10 11

　教科書供給の仕事をしている私たちは全て民間業者です。長年地域に根をはり、決められ

た手数料の中で省力化を図りながらサービスは低下させず、今日まで教科書の完全供給に努

力してきました。

　教科書供給業者の収入は、教科書発行者と結んだ「教科書供給契約」により決まります。

　教科書購入契約では、その供給手数料率は教科書の定価の15％程度になっています。

　その供給手数料はすべての児童・生徒に供給された教科書の総冊数と個々の教科書の定価

によって自動的に総額が決まります。

　しかし最近では以下に示すように厳しい状況下におかれています。

教科書販売会社の場合

●昭和60年から児童・生徒数の減少が始まり、20年以上にわたる構造的な不況が続いており、

教科書の売上高が年々大きく落ち込んでいます。

●教科書の定価が、平成15年度0.6%、16年度0.1%、17年度0.6%、18年度1.4%、平成19年

度0.6％と 5年連続引き下げられ、さらに手数料も18年度は0.2%の引き下げ、19年度は暫

定的ながら0.6％の引き下げがありました。教科書の供給に要する費用は定価の中に含まれ

ているため、その収入減は教科書供給会社の経営そのものを圧迫しています。

●供給業務のネットワーク化のための設備投資が増大しています。

教科書取扱書店の場合

●教科書・一般書籍供給会社と同様、手数料収入の減少により、経営の存続が年々厳しくな

っております。後継者不足なども手伝って辞退・廃業が続いています。

●複数学年使用する教科の増加等により給与形態が複雑になり、供給面でも大きな労力を要

しています。

●セキュリティの面で供給時に入校許可がいるようになる等、訪問時の所要時間が増加の傾

向にあり効率が悪化しています。
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教科書取扱店の辞退・廃業店数と倒産店数推移
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□辞退・廃業店数
□倒産店数□□
□□

教科書教科書
手数料推移手数料推移

　収入の減少や後継者不足により、教科書取扱書店が減っています。

　教科書販売会社は、教科書取扱書店の急な廃業に対する責任のカバー、倒産に対する債務

弁済の履行等のリスクも負担し、供給機構全体の信頼に応えております。

　教科書無償給与予算が直接供給手数料収入に影響します。
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教科書の供給手数料 供給業務の合理化……「完全供給」の堅持・継続を目指して
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教科書取扱書店の手数料と他業種粗利益率との比較 資料12

教科書手数料の推移 資料11

むすび

　私たち教科書供給業者は、国の無償制度の趣旨を十分に理解した上で　より効率よく教科

書の完全供給を行うため、以下のような取り組みをしています。

・全国9ブロックにおいて開催する「教科書供給ブロック別報告会」や「教科書供給業務

中央研修会」を通じ、教科書発行者と教科書・一般書籍供給会社合同で、時代に即した

供給業務合理化の研究と改革を行う。

・全国9ブロックから教科書供給業務調査員を選出し、年数回の研修会議を通じて業務に

精通した人材の育成に努める。

・教科書・一般書籍供給会社が中心となり、各都道府県内の教科書取扱書店へ供給業務の

注意点や効率的作業方法の指導徹底を図る。

・残本削減のため、IT機能の活用、確定注文システムの多面的活用を図り、リアルタイム

な在庫把握に努めながら確定（最終）注文数の精度を向上させる。

・各県内及び全国9ブロック内の残本を活用し転送等の調整機能を強化する。

・平成19年度に教科書全点に表記される ISBNコードを利用したバーコードシステムの構

築を図る。

・ホームページを活用して作業用ソフトやデータを業界で共有し、あわせて一般お客様に

対しての教科書販売サービスの向上にも努める。

また、現在、文部科学省が第三者機関（社）日本ロジスティクスシステム協会に委託して実

施している「教科書の手数料等の在り方に関する調査研究」委員として関わり、独自調査の

実施や資料の提供など、供給業務の合理化に向けて協力しています。

　教科書無償給与制度は日本国民の貴重な税金を使って行われています。

　私たちはその国庫金を一円たりとも無駄にしないため、全国津々浦々約1，080万名の子ど

もたちに決められた日に一冊の間違いもなく教科書を手渡してきたことに喜びと誇りを感じ

ています。

　教科書の教育的価値が十分斟酌され、世界でも先進的なこの教科書無償制度が今後も末永

く続くことが私たちの切なる願いであります。

　教科書が迅速かつ確実に子どもたちの手に届くよう、今後も完全供給に努力してまいりま

すが、微禄で行っていることにも是非ご理解を賜り、私たちが安心して教科書の供給業務に

専念できますよう、現行の供給制度の安定的な継続と関係各位のご支援・ご指導をお願いす

るものであります。

　児童・生徒数の減少に伴う取り扱い冊数の減少に加え、教科書定価の引き下げにより供給

業者の売上（供給手数料収入）の減少は誠に深刻な状態になっています。

　教科書の供給手数料は、一般の書籍や雑誌、その他の業種に比べその率は低廉です。
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子どもたちに
確実に届けるために
─平成19年度直面する教科書供給の問題点─

この資料は再生紙を使用しています。

教科書を子どもたちに確実に届けるために
─直面する教科書供給の問題点─
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社団法人 全国教科書供給協会
〒135─0015 東京都江東区千石１丁目９番28号  教科書研究センター4F
TEL.03─5606─9791　FAX.03─5606─9793
URL  http://www.text-kyoukyuu.or.jp

●会社名 ●郵便番号　住所 ●電話 ●HPアドレス

株式会社 北海道教科書供給所 061-3241　北海道石狩市新港西1-719-14 0133-74-9971 http://www.dokyohan.com/

青森県図書教育用品株式会社 036-8094　弘前市大字外崎3-3-22 0172-27-8811 http://www.aomoritosyo.co.jp/

岩手教科図書株式会社 020-0891　岩手県紫波郡矢巾町流通センター南1-9-22 019-637-7880 http://www.iwakyo.jp/

株式会社 宮城県教科書供給所 983-0034　仙台市宮城野区扇町1-6-3 022-235-7181 http://www.miyakyo.co.jp/

秋田県教育図書株式会社 010-0061　秋田市卸町3-7-1 018-862-8311 http://www.bookinc.co.jp/

株式会社 山形県教科書供給所 990-0043　山形市本町2-4-56 023-623-1828 http://www.yamakyo.jp/

有限会社 福島県教科用図書販売所 960-8103　福島市舟場町1-27 024-522-3156 http://www.fukukyohan.co.jp/

茨城県教科書販売株式会社 311-4194　水戸市木葉下町字富士山292-19 029-254-7222 http://www.ibaraki-kyohan.co.jp/

株式会社 栃木県教科書供給所 320-0055　宇都宮市下戸祭2-12-8 028-621-5525 http://www.tochikyo.co.jp/

有限会社 群馬県教科書特約供給所 370-0071　高崎市小八木町1740-5 027-363-5901 http://www.g-kyoukasho.co.jp/

株式会社 埼玉県教科書供給所 330-0061　さいたま市浦和区常盤9-19-3 048-833-3321 http://www.saikyou.co.jp/

千葉県教科書特約販売株式会社 260-0025　千葉市中央区問屋町3-4 043-242-4421 http://www.chibakyouhan.co.jp/

東京教科書供給株式会社 145-0063　大田区南千束1-12-4 03-3729-3101 http://www.tokyo-kyoukasyo.co.jp/

東京都第一教科書供給株式会社 169-0073　新宿区百人町1-22-20 03-3363-2764 http://www.daiichikyokasho.co.jp/

株式会社 東京都西北教科書供給所 173-0004　板橋区板橋1-37-12 03-3962-5341 http://www.k4.dion.ne.jp/̃seihoku/

東京都東部教科書供給株式会社 124-0024　葛飾区新小岩2-20-1 03-3655-0161 http://www.toubukyoukasho.co.jp/

東京都三多摩教科書供給株式会社 190-0023　立川市柴崎町3-13-12 042-524-7961 http://www2.bbweb-arena.com/santakyo/

八南教科書供給株式会社 192-0063　八王子市元横山町3-19-18 042-624-3238 http://www.kumabook.net/hachinan/

神奈川県教科書販売株式会社 231-0066　横浜市中区日ノ出町2-113 045-242-7220 http://www.kanagawakyohan.jp

株式会社 新潟県教科書供給所 940-0061　長岡市城内町2-6-6 0258-32-1150 http://www18.ocn.ne.jp/̃niigata

富山県教科用図書販売株式会社 930-0094　富山市安住町4-1 076-432-7548 http://toyamakyohan.biz-web.jp/

株式会社 石川県教科書販売所 920-0981　金沢市片町2-7-6 076-232-9171 http://www.ishikyohan.jp/

株式会社 福井県教科書供給所 910-0005　福井市大手3-16-16 0776-21-2277 http://www.text-fukui.co.jp/

株式会社 山梨県教科用図書特約供給所 400-0865　甲府市太田町2-10 055-235-5700 http://www.yamanashiken-kyoukasho.com/

株式会社 長野県教科書供給所 380-0802　長野市上松4-7-20 026-243-1400 http://www.naganokyo.co.jp

岐阜県教販株式会社 500-8691　岐阜市坂井町2-4 058-251-4545 http://www18.ocn.ne.jp/̃gikyohan/

静岡教科書株式会社 420-8691　静岡市葵区春日2-12-23 054-253-9155 http://www.shizukyo.com/

株式会社 愛知県教科書特約供給所 460-0002　名古屋市中区丸の内3-16-5 052-961-6606 http://www.aihansho.co.jp/

愛知県教科用図書卸商業協同組合 466-0054　名古屋市昭和区円上町14-1 052-881-7131 http://www.kyokashokumiai.com/

株式会社 三重県教科書特約供給所 514-0035　津市西丸之内24-35 059-225-6268 http://www18.ocn.ne.jp/̃mietoku/

滋賀教科図書販売株式会社 520-0801　大津市におの浜3-5-10 077-523-2957 http://www.shigakyohan.co.jp/

京都府教科図書販売株式会社 604-0902　京都市中京区土手町通り夷川上ル鉾田町306 075-211-1381 http://www.kyotokyohan.co.jp/

大阪教科書株式会社 537-0024　大阪市東成区東小橋2-8-2 06-6972-0888 http://www18.ocn.ne.jp/̃daikyoka/

兵庫県教科書株式会社 651-2135　神戸市西区王塚台1-55-1 078-928-0581 http://www18.ocn.ne.jp/̃kyouka/

奈良県教科書株式会社 635-0831　奈良県北葛城郡広陵町馬見北3-2-31 0745-54-2201 http://www.narakyo.jp/

和歌山県教科書販売株式会社 640-8012　和歌山市北新金屋丁17 073-431-0331 http://www.wakyohan.jp/

鳥取県教科図書販売株式会社 683-0814　米子市尾高町68 0859-32-1551 http://www.tori-kyo.co.jp/

島根県教科図書販売株式会社 690-0872　松江市奥谷町334 0852-21-4711 http://www.shimakyo.co.jp/

岡山県教科図書販売株式会社 700-0821　岡山市中山下1-10-15 086-224-6141 http://www8.ocn.ne.jp/̃okakyo/

広島県教科用図書販売株式会社 722-0051　尾道市東尾道10-21 0848-20-2002 http://www.hirokyou.co.jp/

山口教科書供給株式会社 755-0027　宇部市港町1-12-4 0836-36-7302 http://www.yamakyoukyu.com/

徳島県教販株式会社 770-0872　徳島市北沖洲2-9-52 088-664-0330 http://www.tokushimakyohan.jp/

香川県教科図書株式会社 760-0064　高松市朝日新町16-14 087-821-2301 http://www.niji.jp/home/kyohan

愛媛県教科図書株式会社 790-8691　松山市北持田町131 089-941-1717 http://www.k4.dion.ne.jp/̃textbook/

高知県教科書株式会社 780-0870　高知市本町2-5-1 088-875-1231 http://www.text-kochi.co.jp/

福岡県教科図書株式会社 810-0005　福岡市中央区清川2-21-4 092-531-2461 http://www1.bbiq.jp/fukukyo/main.htm

佐賀県教科書株式会社 840-0853　佐賀市長瀬町11-1 0952-25-9177 http://www.sagakyo.co.jp

長崎県教科書株式会社 854-0072　諫早市永昌町13-20 0957-25-1111 http://www.nagasaki-kyoukasyo.co.jp/

株式会社 熊本県教科書供給所 860-0083　熊本市大窪1-7-47 096-344-3831 http://www.kumakyo.co.jp

大分図書株式会社 870-0921　大分市萩原4-7-26 097-553-1220 http://www.oitatosho.co.jp/

宮崎県教科図書販売株式会社 880-8691　宮崎市広島2-12-9 0985-26-4783 http://www16.ocn.ne.jp/̃miyakyo/

鹿児島書籍株式会社 892-0836　鹿児島市錦江町8-51 099-223-8401 http://www.kagoshima-shoseki.co.jp/

沖縄県教科書供給株式会社 900-0001　那覇市港町4-6-4 098-862-7031 http://www.o-text.co.jp　

教科書販売会社一覧
私たちは、その総額が決められている「教科書供給手数料収入」の範囲の中で必要な拠点を全国に配置し、きめ細かな供給

網を張り巡らせて完全供給のため日夜仕事をしています。


